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１．蒸留の定義

蒸留（distillation）は化学工場（製油所）における最も重要な単位繰作の一つであり、工業的にも実験室的にも 広く用いられている術語であるが、その定義は人により書物により まちまちである。

　① 蒸留とは液体混合物の部分的蒸発によってその中の各成分を分離し、蒸気と残液とを別々に回収することである。発生した蒸気はふつう凝縮によって回収される。 （Perry：　Chemical Engineers’Handbook ）。

　② 蒸留とは液体混合物の気化によって、二つ以上の成分を含む気相を生じさせ、その成分の一つあるいはそれ以上を、ほとんど純粋の状態で回収するか、あるいはもとの混合物の組成と異なった任意の組成の混合物を得るような操作をいう（McCabe－Smith：Unit operations of Chemical Engineering ）。　

　③ 溶液をその成分の沸点または揮発度のような熱的性質の差を利用して分離することを蒸留という。

（化学工学協会編：化学工学辞典）。

　
　以上のように蒸留の定義にはいろいろな表現があるが、その意味はだいたい同じである。

いずれにせよ、液相中のすべての成分が多かれ少なかれ気相中にも現われるという点が、単なる蒸発と異なるところである。 たとえばアルコールの水溶液を加熱し、その一部を気化させると、そのとき発生した蒸気中には水蒸気もアルコールも含まれているが、アルコールの濃度は一般に原液のそれより大きい。そこでこの混合蒸気を抜き出して溌縮すれば、ある程度の分離の目的が達せられるわけである。

しかし、ときには 、溶液からただ一つの成分を気化させる操作を蒸留ということもあるが、たとえば『水を蒸留する』など食塩水のような不揮発性物質を含む水溶液を熱して水分を気化させるような操作は明らかに 蒸発（evaporation）である。

　蒸留操作の多くは、程々の有機化合物 （とくに炭化水素、アルコール等 ） の混合物から一つあるいはそれ以上の成分を分離するのに利用されるが、まれには無機物質の分流にも用いられる。

たとえば、液体空気中の酸素と窒素の分離、アンモニア水からアソモニアの回収などである。

　なお、ガス吸収の逆繰作であるストリッピソグ（放散）も、広い意味の蒸留に属する。

２．単蒸留
　蒸留操作の概略を知るためにフラスコを使って蒸留の実験をする場合を考えてみよう。

　図１ のフラスコの中に原油を入れて加熱する。

① まずLPガスに相当する最軽質の炭化水素が気体となって飛び出し、冷却管で冷やしても液体に戻らないまま空中に飛んでしまう。

② しだいに温度を上げてゆくと、次に沸点の低いガソリン分が蒸発して気体となるためフラスコ内の原油はあわ立ってくる。この気体が冷却管へ達すると冷却されて液体に戻り、シリンダーへ流れ落ちてたまる。

原油は黒く不透明であるが、シリンダーに受けたガソリン分は無色透明で、非常にさらさらしている。　

③ さらに加熱を続けて180℃くらい温度が上昇すると、灯油分が蒸発し始める。この時ガソリンを受けていたシリンダーを別のシリンダーに取り替えて灯油分を受ける。灯油もまた無色透明である。　

④ フラスコ内の温度が約250℃に達すると軽油分が蒸発し始める。再びシリンダーを取り替えて軽油分を受けると、ほとんど無色でわずかに黄褐色で透明な液体であることがわかる。　

⑤  さらに加熱を続けて330℃程度まで温度を上昇させると軽油分は全部出てしまい、フラスコ内には原油よりさらに黒く粘性のある液体が残る。これが蒸留残渣油で、重油の主体をなすものであり、また潤滑油、ワックス、アスファルトなどの重油製品の原料もなる。

⑥  この残油分をさらに加熱して360℃位にまで昇温させると分解が起こってしまうので、原油を大気圧で蒸留するのは330～340℃程度までにとどめる。
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図１  原油の単蒸留
（出典：化学工学便覧　改訂六版　）

単蒸留の概要は、以上のとおりです。

Ｑ． 上記の ﾌﾗｽｺを使用した原油の単蒸留 と 実際の原油蒸留塔 との相違点 はどんなところでしょう。
























































































